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牧
場
の
概
要

田
中
牧
場
は
、
石
川
県
酪
農
業
協
同
組

合
（
林
友
次
代
表
理
事
組
合
長
）
に
所
属

し
、
経
産
牛
74
頭
、
搾
乳
牛
65
頭
を
飼
養

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
放
牧
場
に
育

成
牛
40
頭
ほ
ど
を
預
け
て
い
ま
す
。

主
に
酪
農
経
営
に
携
わ
っ
て
い
る
の

は
、
経
営
主
の
徳
重
さ
ん
（
72
歳
）、
奥

さ
ん
の
真
理
さ
ん
（
65
歳
）、
長
男
の
徳

広
さ
ん
（
35
歳
）
の
３
人
で
す
。

今
回
は
、
田
中
牧
場
の
後
継
者
と
し
て

日
々
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
徳
広
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
　

就
農
の
き
っ
か
け

徳
広
さ
ん
は
、
中
学
・
高
校
と
大
好
き

な
野
球
に
打
ち
込
み
、
熱
き
青
春
時
代
を

過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
当

時
か
ら
酪
農
に
取
り
組
む
父
（
徳
重
）
の

背
中
を
見
て
育
っ
た
徳
広
さ
ん
は
、
い
つ
か 石

川
県
河
北
郡
内
灘
町　

田
中　

徳
広
さ
ん

家
族
労
働
型
の

堅
実
な
酪
農
経
営
を
目
指
す

田中徳広さん

本音本音本音
若手後継者の

Vol.６

牛舎全景

牛舎正面

2014・2  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　2



き
っ
と
そ
ん
な
父
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
の
思

い
を
、
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ

の
こ
と
は
「
子
は
親
の
姿
を
見
て
育
つ
」
と

い
う
諺
と
同
様
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

高
校
を
卒
業
後
は
、
近
隣
の
酪
農
家
さ

ん
の
紹
介
も
あ
り
北
海
道
で
２
年
の
酪
農

家
実
習
を
行
い
、
さ
ら
に
先
進
的
な
酪
農

技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
で
１
年
間
の
酪
農
実
習
を
経
験

し
、
21
歳
で
田
中
牧
場
に
就
農
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
　

現
状
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

現
在
は
父
・
徳
重
さ
ん
と
と
も
に
厳
し

い
酪
農
環
境
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
家
族

己
研
鑚
も
疎
か
に
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
取
材
の
中
で
、徳
広
さ
ん
に「
酪

農
の
良
い
と
こ
ろ
」
は
何
か
と
伺
っ
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
「
牛
は
結
果
を
出
し
て

く
れ
る
」と
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
「
人
が
誠
心
誠
意
を
持
っ
て

牛
に
接
す
れ
ば
、
牛
は
良
い
結
果
を
出
し

て
く
れ
る
」、
人
間
も
牛
も
同
じ
な
ん
だ

な
と
あ
ら
た
め
て
強
く
認
識
い
た
し
ま

し
た
。

　
　

課
題
と
将
来
に
つ
い
て

徳
広
さ
ん
は
、
父
・
徳
重
さ
ん
も
高
齢

と
な
り
、
近
い
将
来
に
は
「
労
働
力
の
確

保
」
が
重
要
な
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
を
考
え
る
と
規
模

拡
大
等
へ
の
多
額
の
資
金
投
入
は
せ
ず
、

「
家
族
労
働
型
の
堅
実
な
酪
農
経
営
」
を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

も
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
経
営
改
善
に
は
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
が
、
出
来
る
こ
と
か
ら
１
つ

ず
つ
着
実
に
取
組
み
改
善
し
て
行
き
た

い
」
と
、
力
強
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
頼
も
し
い
後
継
者
の
今
後
の
取
り
組

み
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

取
材
当
日
は
、
小
雪
が
舞
う
と
て
も
寒

い
日
で
し
た
が
、
取
材
終
了
時
に
は
す
っ

き
り
と
し
た
晴
れ
間
も
の
ぞ
き
、
今
後
の

明
る
い
田
中
牧
場
を
示
す
か
の
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

で
力
を
合
せ
て
酪
農
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
後
は
生
乳
の
品
質
向
上
が
さ
ら
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
牛
舎
内
外
の
環
境
整

備
や
改
善
等
、
多
額
の
資
金
は
投
入
で
き

ま
せ
ん
が
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
個
々
の
能
力
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
平
均
乳
量
を
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、

雌
雄
選
別
精
液
を
有
効
に
活
用
し
て
後
継

牛
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
酪
農
経
営

の
安
定
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

徳
広
さ
ん
は
、
日
々
忙
し
い
な
か
、
地

元
農
業
普
及
所
、
農
業
関
係
団
体
等
の
開

催
す
る
研
修
会
・
勉
強
会
に
も
参
加
し
自

若手後継者の ６

▲
▶ 

牛
舎
内
部

子牛用ヒーター 子牛ハッチ
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日本各地に様々な種類がある牛乳・乳製品ですが、
他地域でどのような商品があるかご存知でしょう
か？ご当地でしか食べられない牛乳・乳製品をご
紹介したい！と立ち上がったこの企画。今月号は
東京支所管内の商品をご紹介いたします。牛乳・乳製品牛乳・乳製品   特集特集

ご 当 地

内容量：1000ml
原材料（成分表）：生乳 100%

内容量：1000ml、500ml
原材料（成分表）：生乳 100％

価　格：238円（税別）
製造者・販売者：栃酪乳業株式会社
http://www.tochiraku.jp/products/
product.html
問い合わせ先：栃酪乳業株式会社業務課
　　　　　　  028-663-4516
購入可能場所：宇都宮東武百貨店・カスミス
トア・栃木県内ヤオハンスーパー等

●  NON-GMO（遺伝子組換え原料を含まない、またはその割合
が極めて低いと認められた）飼料を給与している限定酪農家の
生乳のみ使用しています。

アピールポイント

酪農家限定那須牛乳

● 千葉県産の牛乳と生クリームに砂糖を加え、ゆっくり時間を
かけて煮詰めて作った、濃厚でミルク感たっぷりの手作りの
ジャムです。 
● 焼き立てのパンにはもちろんのこと、スコーンやワッフルに
ぬってお召し上がりください。また果物やアイスクリームに
添えても美味しく召し上がれます。

アピールポイント

価　格：650円（税込）
製造者・販売者：千葉北部酪農農業協同組合
http://www.yachiyo-milk.or.jp 
問い合わせ先：047-450-4411
購入可能場所：道の駅（八千代市、野田市）、ネット販売（ご馳走
net）、生協（東都生協、ナチュラルコープヨコハマ、なのはな生協、
大地を守る会など）で不定期企画

内容量：125g
原材料（成分表）：牛乳、生クリーム、砂糖

八千代ミルクジャム

● 佐渡では、約 350 頭の乳牛が飼育され、毎日約 5.5t の生乳が、
その日の内に工場に搬入されます。
● 公益社団法人新潟県畜産協会では、高度な衛生管理を取り入れ
て飼養する農場を推奨しており、その認定された酪農家は「ク
リーンミルク生産農場」と称され、佐渡では安全・安心な畜産
物をお届けするために全酪農家がその認定を受けています。
● 佐渡産 100％の生乳で製造し、佐渡の潮風を感じさせる優しい
風味を醸す逸品です。

● 「トキ」にちなんで「トキパック牛乳」の愛称で親しまれております。

アピールポイント

佐渡牛乳「クリーンミルク生産農場」限定

那須だいすき牛乳

● 栃木県の那須地方は大自然の宝庫です。そこで育てられた乳牛か
ら、毎日搾られる生乳を県内の乳業工場でパック詰めしています。
新鮮で上品な味、そしてクリーミーで甘味のある牛乳です。

アピールポイント

価　格：1000ml 224円、500ml 152円、300ml 110円、200ml 80円（全て島内価格・税込）
製造者・販売者：株式会社 佐渡乳業
E-mail： sadonyugyo@leaf.ocn.ne.jp
URL：http://sadonyugyo.com  問い合わせ先：0259-63-3151
購入可能場所：首都圏 新潟物産館（ネスパス）・丸の内佐渡特選館・
新潟県内 新潟三越・伊勢丹・大栄魚類けんこう市場・㈱百笑市場、
佐渡島内 量販店　※ネット販売も承っております。

価　格： 1000ml 242円（税込）、500ml 149円（税込）
製造者・販売者：酪農とちぎ農業協同組合
http://www.rakunoutochigi.com
問い合わせ先：0120-009-038
購入可能場所：東京ソラマチ
とちまるショップ、スーパー
アルプス、公正屋、JR宇都宮
駅駅の市場、JA しおのや農
産直売所さくら店、ヨークベニ
マル西那須野店、農産直売所
あぜみち、菜っ葉館、JAはが
の農産直売所あぐ里っ娘等

内容量：200・300・500・1000ml
原材料（成分表）：生乳100％
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は
じ
め
に

最
近
、「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
」
っ
て

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
か
？

直
訳
す
る
と
「
賢
い
装
置
」
と
な
り
ま

す
が
、要
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
総
称
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
や
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
携

帯
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
携
帯
な
ど
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
全

部
ま
と
め
て
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と
言

い
ま
す
。

で
は
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
対
義
語

は
何
で
し
ょ
う
？
「
賢
く
な
い
装
置
」
？

あ
る
い
は
「
馬
○
な
装
置
」
？
ま
あ
、
強

い
て
言
う
な
ら
ダ
ム
デ
バ
イ
ス
で
し
ょ
う

か
？
携
帯
電
話
で
い
う
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
じ
ゃ
な
い
普
通
の
携
帯
電
話
は
フ
ィ
ー

チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
と
か
ダ
ム
フ
ォ
ン
と
言
い

ま
す
か
ら
。
日
本
で
は
「
ガ
ラ
ケ
ー
：（
日

本
独
自
の
文
化
で
進
化
し
た
と
言
う
意
味

で
）
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
携
帯
の
略
語
」
の
方
が

一
般
的
で
す
ね
。

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

本
稿
で
は
、
組
織
体
と
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
導
入
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ま
し
た

が
、
主
旨
と
し
て
は
、「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
っ
て
（
超
）
便
利
な
の
に
、
な
ぜ
仕
事

で
使
い
に
く
い
（
使
わ
れ
に
く
い
）
の
か
」

を
テ
ー
マ
に
し
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の

業
務
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

管理部だより
 

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と

モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と
言
う
と
、
モ
バ

イ
ル
ユ
ー
ス
（
移
動
中
、
移
動
先
で
の
利

用
）
を
連
想
し
ま
す
ね
。
首
都
圏
な
ど
大

都
市
で
電
車
に
乗
る
と
、
乗
客
の
大
半
が

ス
マ
ホ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
略
語
）
な

ど
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
使
っ
て
ま

す
。
一
昔
前
に
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
も
の
で
す

が
、
今
で
は
１
両
の
電
車
に
１
人
い
る
か

ど
う
か
で
し
ょ
う
。

仕
事
上
の
モ
バ
イ
ル
ユ
ー
ス
要
件
で
、

最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
要
件
は
、
メ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ス
マ
ホ
と

モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
プ
ロ
セ
ス
を
比
較
す
れ
ば
、
圧
倒
的
な

差
が
歴
然
と
し
ま
す
。

● 

一
般
的
に
ス
マ
ホ
の
場
合
は
、
取
り
出

し
て
、
画
面
ロ
ッ
ク
解
除
、
メ
ー
ル
ア

プ
リ
を
起
動
し
、
ロ
グ
イ
ン
、
閲
覧
の

為
に
フ
ォ
ル
ダ
か
更
新
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
れ
ば
メ
ー
ル
が
読
め
ま
す
。

概
ね
30
秒
位
で
し
ょ
う
。

● 

モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
取
り
出
し
て
、
電
源
Ｏ
Ｎ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
ベ
ン
チ
な
ど
を
探
す
必
要
が

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
起
動
に
数

分
か
か
っ
て
、パ
ソ
コ
ン
に
ロ
グ
イ
ン
、

ロ
グ
イ
ン
後
に
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
が
表
示

さ
れ
る
ま
で
、
ま
た
数
分
、
通
信
カ
ー

ド
を
セ
ッ
ト
し
て
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
に
接
続
す
る
ま
で
数
十
秒
、
メ
ー
ル

ソ
フ
ト
を
立
ち
上
げ
て
、
送
受
信
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
メ
ー
ル
を
読
み

ま
す
。
概
ね
２
〜
８
分
位
で
し
ょ
う
。

モ
バ
イ
ル
ユ
ー
ス
に
お
け
る
メ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
、
と
い
う
機
能
面
で
は
、
ど
ち

ら
も
同
じ
（
添
付
フ
ァ
イ
ル
、
容
量
な

ど
で
は
、
差
が
出
る
）
で
す
が
、
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
を
使
っ
て
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ

ク
し
た
い
と
い
う
要
（
願
）
望
は
、
こ
の

圧
倒
的
な
時
間
差
と
手
間
暇
の
差
に
よ

る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
、
急
ぎ
で
大
事
な
メ
ー
ル
が
来
る
こ
と

が
判
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
ス
マ
ホ
で

は
「
プ
ッ
シ
ュ
配
信
」
や
「
リ
マ
イ
ン

ダ
ー
」
の
設
定
を
行
っ
て
お
け
ば
、
メ
ー

ル
が
来
た
こ
と
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
判
り

スマートデバイスの
業務利用
組織体とスマートデバイス導入

2

1
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ま
す
が
、
モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
一

定
間
隔
で
立
ち
上
げ
て
受
信
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
リ
ー

な
利
便
性
も
時
間
差
と
捉
え
れ
ば
、
メ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
以
外
の
要
（
願
）
望
も
圧

倒
的
な
時
間
差
と
手
間
暇
の
差
に
集
約

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
プ
ッ

シ
ュ
配
信
：
通
常
は
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー

に
接
続
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、

メ
ー
ル
を
受
信
す
る
が
、
プ
ッ
シ
ュ
配

信
の
設
定
を
行
う
こ
と
で
、
強
制
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
機
能
。
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
：

メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
に
メ
ー
ル
が
届
く
と
、

音
や
振
動
で
知
ら
せ
る
機
能
）。

と
こ
ろ
で
、
ス
マ
ホ
の
場
合
は
圧
倒

的
な
時
間
差
が
出
る
よ
う
で
す
が
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
取
り
出

し
て
、
画
面
ロ
ッ
ク
解
除
、
メ
ー
ル
ア
プ

リ
を
起
動
し
、
ん
？
「
僕
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
タ
イ
プ
だ
か
ら
、
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
電
源
入
れ
な
き
ゃ
…
」
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
入
る
場
合
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
場
合
は
回
線
契
約
が
で
き
る
タ
イ
プ

と
そ
う
で
な
い
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ス
マ
ホ
は
回

線
契
約
あ
り
き
、な
の
で
す
（
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ：

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
愛
称
「
ワ
イ
フ
ァ
イ
」）。

回
線
契
約
と
言
い
ま
し
た
が
、
デ
バ

イ
ス
自
身
が
単
独
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
す
る
「
通
信
機
能
」
を
実
現
す

る
た
め
キ
ャ
リ
ア（
ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
・ａ
ｕ
・

ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｂ
ａ
ｎ
ｋ
な
ど
の
通
信
業
者
の

こ
と
）
と
契
約
す
る
こ
と
で
す
。
契
約

す
る
と
Ｓ
Ｉ
Ｍ
（
シ
ム
）
と
呼
ば
れ
る

小
さ
な
チ
ッ
プ
が
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
に
挿
入
し
て
使
用

し
ま
す
。
ス
マ
ホ
は
元
々
が
携
帯
電
話

で
す
の
で
、
当
た
り
前
に
回
線
契
約
し

て
る
訳
で
す
。
回
線
契
約
が
で
き
な
い

タ
イ
プ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ

（
シ
ム
）
を
挿
入
す
る
ス
ロ
ッ
ト
が
付
い

て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
、気
づ
い
て
頂
き
た
い
の
は「
圧

倒
的
な
時
間
差
」
を
生
み
出
す
の
は
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
で
は
無
く
、
デ
バ
イ
ス

自
身
が
「
通
信
機
能
」
を
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
で
す
。
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に

絞
れ
ば
、
ガ
ラ
ケ
ー
で
も
圧
倒
的
な
時
間

差
は
生
み
出
せ
ま
す
。

で
は
、
別
の
シ
ー
ン
、
メ
ー
ル
の
送
信

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

仕
事
上
、
受
信
し
た
メ
ー
ル
に
返
信
し

た
り
、
新
規
メ
ー
ル
を
送
信
し
た
り
す
る

場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ス
マ
ホ
か
ら
送

信
す
る
こ
と
は
、も
ち
ろ
ん
可
能
で
す
が
、

ス
マ
ホ
に
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
を
打
込
む
の
は

少
し
し
ん
ど
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
急
ぎ

返
信
が
必
要
な
場
合
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
章
に

は
モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン
が
有
利
な
の
で
、

筆
者
の
場
合
は
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た

旨
の
短
い
メ
ー
ル
を
ス
マ
ホ
で
送
信
し

て
お
き
、
後
で
正
式
版
を
モ
バ
イ
ル
パ

ソ
コ
ン
か
ら
返
信
す
る
方
法
で
対
応
す

る
で
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
は

ど
こ
が
ス
マ
ー
ト
か

「
通
信
機
能
」
を
持
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
、
通
話
が
で
き
な
い
こ
と
以
外
、
ほ

ぼ
ス
マ
ホ
と
同
じ
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ

う
。
大
き
さ
や
重
さ
が
違
う
の
で
、
電
池

の
持
ち
が
良
い
で
す
し
、
画
面
の
文
字
も

大
き
く
見
や
す
い
で
す
。
こ
れ
ら
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
に
「
ス
マ
ー
ト
」
を
名
乗
ら

し
め
て
い
る
の
は
、
や
は
り
「
ア
プ
リ
」

で
し
ょ
う
。

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
な
ら
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
か

ら
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
な
ら
グ
ー
グ
ル
プ
レ

イ
か
ら
、
様
々
な
「
ア
プ
リ
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
ア
プ
リ
の

数
だ
け
機
能
を
享
受
で
き
ま
す
。「
ア
プ

リ
」
と
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
ゲ
ー
ム
、
無
料
電

話
、メ
ッ
セ
ー
ジ
送
受
信
、フ
ァ
イ
ル
共
有
、

メ
ー
ル
、地
図
、ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
動
画
再
生
、
家
計
簿
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
ア
プ
リ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
新
規
に
購
入

し
た
と
き
は
、
最
初
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
も
あ
り
ま
す
が
前

述
の
よ
う
に
後
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
も

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
ア
プ
リ
に
は
、
仕
事

上
で
役
に
立
つ
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

や
フ
ァ
イ
ル
共
有
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ
メ
ー
ラ
ー

な
ど
で
す
。

こ
こ
で
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
使
い

こ
な
す
架
空
の
人
物
、
Ａ
さ
ん
を
想
定
し

て
み
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
の

3

Aさんの仕事の動き
職業：個人事業者（ウェブデザイナー、ホームページ請負作成などをしている。）

※事務所は光回線で宅内は無線 LAN、iPad はWiFi タイプ
※テザリング：スマートフォンをモバイルルーターにする機能

スマホ iPhone5 メールチェック、顧客との電話、iPad にテザリングを提供

タブレット iPad 顧客先でのウェブページ説明やプレゼンテーション

パソコン Mac air 事務所でウェブページ作成、業務ドキュメント作成
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で
、
仕
事
柄
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
に
は

詳
し
く
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
事
務

所
パ
ソ
コ
ン
に
ｉ
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
の
設
定
全

般
を
施
し
て
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、フ
ァ

イ
ル
共
有
、
メ
ー
ル
共
有
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
る
と
、
こ
ん
な
感
じ
の
仕
事
の
動

き
に
な
り
ま
す
。

● 
朝
、
事
務
所
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
今

日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
中
、
顧
客
Ｂ

か
ら
の
電
話
。
決
め
た
打
合
せ
の
日
程

を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
加
し
た
。

● 

今
日
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
説
明
を
行
う
顧

客
Ｃ
向
け
資
料
の
一
部
を
パ
ソ
コ
ン
で

修
正
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持
っ
て
出
発

● 

顧
客
Ｃ
先
で
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
５
の
テ
ザ

リ
ン
グ
機
能
を
Ｏ
Ｎ
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ

て
修
正
箇
所
を
説
明
。
顧
客
Ｃ
か
ら
修

正
箇
所
を
元
に
戻
す
依
頼
が
あ
っ
た

の
で
、ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て
元
に
戻
す
。

● 

引
き
続
き
、
顧
客
Ｃ
が
売
り
出
そ
う
と

し
て
い
る
、新
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
に
参
加
し
、
新
規
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
で
討
論
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
５
で
撮
影
し
て

終
了

● 

帰
路
、
顧
客
Ｂ
か
ら
今
朝
決
め
た
打

合
せ
日
程
を
１
時
間
早
く
し
た
い
と
、

ｅ
メ
ー
ル
が
入
り
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
５

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
た
。

● 

事
務
所
に
帰
っ
て
、
顧
客
Ｃ
先
で

撮
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
写
真
を

パ
ソ
コ
ン
で
印
刷
。
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
議
事
録
作
成
を

行
っ
た
。

と
い
う
感
じ
で
す
。ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
５
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
、
パ
ソ
コ
ン
で
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
も
し
ま
せ
ん
。
パ

ソ
コ
ン
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
す
れ
ば
、

ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
５
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
変

更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ｉ
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ

（
ア
イ
ク
ラ
ウ
ド
：
ア
ッ
プ
ル
社
が
一

般
向
け
に
提
供
す
る
無
料
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
）
を
使
っ
て
実
現
し
て
い
ま

す
。
要
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
５
、ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
、

パ
ソ
コ
ン
と
も
ｉ
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
に
保
管

さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
参
照
・
更
新
し

て
い
る
訳
で
す
。

で
も
、
か
っ
こ
よ
く
、
ス
マ
ー
ト
な
感

じ
で
す
ね
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
と
ア
プ
リ
を
使
う

と
余
り
に
も
簡
単
に
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ア
ッ
プ
ル
社
の

ア
イ
ク
ラ
ウ
ド
、
グ
ー
グ
ル
社
の
グ
ー
グ

ル
ド
ラ
イ
ブ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ス
カ

イ
ド
ラ
イ
ブ
、
フ
ァ
イ
ル
保
管
の
草
分
け

ド
ロ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

前
述
の
想
定
の
場
合
、
Ａ
さ
ん
は
個
人

事
業
者
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
問
題
に
は
し

て
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
会
社
や
組
織
の

業
務
デ
ー
タ
を
前
述
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
に
保
管
す
る
こ
と
は
如
何
な
も

の
で
し
ょ
う
。

自
社
の
保
安
管
理
の
手
が
及
ば
な
い
、

他
社
の
管
理
下
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
業
務
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
安
管
理
責
任
者
や
経
営
責
任
者
の

立
場
で
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
が
是
認
で

き
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
社
専
用
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
と
自

社
専
用
の
ア
プ
リ
を
用
意
で
き
れ
ば
別
で

す
が
、
全
く
費
用
対
効
果
の
出
な
い
投
資

に
な
り
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
ば
、
今
見

て
い
る
景
色
を
写
真
に
と
り
、
メ
ー
ル
で

送
ら
な
く
て
も
地
球
の
反
対
側
に
い
る
家

族
と
共
有
す
る
こ
と
が
、
簡
単
に
で
き
ま

す
。
素
敵
な
使
い
方
で
す
が
、
個
人
利
用

に
留
め
ま
し
ょ
う
。

 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
８

に
つ
い
て

蛇
足
に
な
り
ま
す
が
、
２
０
１
２
年

10
月
に
発
売
さ
れ
た
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
８
、

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
導
入
は
あ
ま
り
進
展
し

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
パ

ソ
コ
ン
を
融
合
し
た
た
め
、
使
い
方
で
戸

惑
い
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
た
め
敬
遠
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
際
は
、
ス
カ
イ
ド
ラ
イ
ブ
（
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
）
が
標
準

で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で

も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
良
い
Ｏ
Ｓ
だ
と
思
い
ま

す
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
よ
り
軽
快
に
動

作
す
る
感
じ
で
す
し
、
プ
レ
イ
ン
ス
ト
ー

ル
版
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
８
マ
シ
ン
は
電

源
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら
ロ
グ
イ
ン
画
面

が
表
示
で
き
る
ま
で
に
８
秒
し
か
か
か
り

ま
せ
ん
。終

わ
り
に

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。「
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
は
便
利
な
の
に
、
な
ぜ
仕

事
で
使
わ
れ
に
く
い
の
か
」
の
理
解
の
糸

口
に
で
も
な
れ
ば
、
幸
い
で
す
。
ま
た
、

機
会
が
あ
れ
ば
寄
稿
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

4

56

7　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2014・2



１月22日㈬～23日㈭、さいたまスーパーアリーナ
にて㈱日本アクセス主催の東日本2014年春季展示商
談会が開催されました。今年も数多くの食品会社が参
加し、小売関係者向けに新商品を含む自社商品をPR
する機会となりました。どのブースも看板やキャラク
ターなどの装飾で年々豪華になっており、約１万人の
来場者で賑わっていました。
本会酪農部も昨年に引き続きブースを出展し、パッ

ケージをリニューアルした『おいしいスモークチーズ 
ガーリック＆バジル味』を始めとする商品をPRしま
した。パッケージも中身もご好評いただき、大盛況で
した。輸入原料チーズ相場価格の高騰や国内乳価の
値上げに伴い、各社は容量変更を含む実質値上げを
行うと発表していますが、今後とも乳製品の変わらぬ
ご愛顧をお願いいたします。　　　　　　　　（Ｋ.Ｓ）

東 京

支所発
「関東甲信越酪肉経営技術研究会 平成25年度秋季研修会」
─ みちのくミルク、ミネロファーム、バイオワークス視察 ─

関東甲信越酪肉経営技術研究会（赤羽秋平会長／
伊那酪農協）では、毎年秋季研修会を開催していま
す。昨年は大阪の食肉市場などの視察でしたが、今
年は11名が参加し、初日に宮城県の「みちのくミ
ルク」の牛乳工場、２日目に福島県の復興牧場であ
るミネロファーム、３日目に同県天栄村のTMR飼
料工場を視察しました。
２日目の「ミネロファーム」は皆さんもご存知の
通り、原子力発電所の事故に伴い、酪農の継続が困

難になった方々
が共同経営を
している牧場で
す。農場経営管
理責任者の田中
さんや事務局長
補佐・広報担当
の増子さんに農

場を案内していただきました。共同型経営は個人経
営と比較して、各自の負担が減り、土地や設備、乳
牛への投資が可能となり、生乳の生産量を拡大する
ことで経営の安定化が図れることが最大の強みとの
ことです。平成25年12月８日現在の状況として、
搾乳牛頭数118頭、出荷乳量3,440kgということ
ですので、かなり生産性の高い管理をされていると
感じました。
３日目はバイオワークスのTMR工場視察でした
が、いわゆる「ウエット飼料」と呼ばれている水
分の高い飼料を組織的に製造、供給しており、特
に「カビ対策」については、豊富な経験を元に改良
を進め、クレームの少ない製品の供給を実現するな
ど、大変参考になる部分が大いにありました。
以上、大変有意義な研修となりましたが、視察に何

かとご協力をいただきました方々にこの場をお借りし
て深く御礼申し上げたいと思います。　　　　  （S.T）▲ みちのくミルクの牛乳工場前にて

本所発
本会酪農部が商品をPR！
─ ㈱日本アクセス東日本2014年春季展示商談会 ─

会場では今年の乳製品予想もされていました ▶

◀ 本会商品をご紹介

◀ パッケージを
　 リニューアルしました

▲ スモークチーズをPR
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１月15日㈬、関連５団体（全開連、全畜産、日
鶏連、日園連、本会）で構成される専門農協協議会
（事務局：本会）主催の平成25年度研修会が全酪連
本所にて開催されました。今回は「暮らしに役立つ
大人の食育」と題して、料理家・管理栄養士の小山
浩子氏をお招きし、講演頂きました。
■ 減塩には牛乳！
日本人の死因の１位はガンですが、２位の心臓病、

３位の脳卒中はいずれも血管に障害の起こる病気
で、高血圧が最も重要な危険因子。高血圧の方は現
在4,300万人と、他国に比べてとても多いそうです。
その大きな理由は、和食。和食には食塩が多く含ま
れ、日本人は平均10.5g/日（摂取上限目標　男性
9.5g、女性7.5g）摂取しています。減塩したいが、
減塩料理は味気ない…ということで、小山講師が思
い至ったのが「乳和食」でした。牛乳を足し、塩分
が多い味噌、醤油等を少なくすることで美味しく減塩
でき、さらに牛乳中のペプチド、カルシウム、マグネ
シウムが血圧上昇を抑える働きがあるそうです。小
山先生によると、日本由来の調味料と牛乳の相性は
とても良く、いろんな料理に使えるとのことでした。

■ 腸を若返らせよう！
さらに、加齢により身体は日々老化していきます
が、唯一若返らせることができるのが「腸」である
と話されました。腸内細菌は、善玉菌、悪玉菌など
がありますが、一般的に40代から悪玉菌が増加し、
70代では悪玉菌の量が善玉菌の量を超えてしまう
そうです。そのため、①善玉菌の代表である乳酸菌
を摂取すること、②悪玉菌が増えすぎないようお肉
を取り過ぎないこと、③pH調整のためお酢の摂取
を心がけるようアドバイスを頂きました。また、乳
酸菌が多く含まれるヨーグルトも、メーカーによっ
て菌の種類が異なるため、自分に合ったヨーグルト
を見つけることも大事とのことでした。便の状態も、
腸内環境をチェックできる指標のため、確認を行う
よう助言を頂きました。
ちなみに、日本人の１日あたり牛乳消費量は100ml

を少し越える程度であり、最も飲む世代は60代、骨形
成に一番重要な10代の消費量が減少しているとのこ
とです。牛乳が、飲物としても食物としても健康には
重要であることが再認識できた研修会となりました。

（K.S）

本所発
「暮らしに役立つ大人の食育」で
牛乳・乳製品の重要性を再確認！

質疑応答 ▶

◀▼ 講演の様子

◀小山浩子氏の著書
　  「目からウロコのおいしい減塩 
乳和食」（主婦の友社 発行）

◀
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大 阪

支所発
「東宇和酪農創始70周年記念大会」開催される

12月20日㈮、愛媛県西予
市野村町において「東宇和酪農
創始70周年記念大会」が開催
され、西予市内の酪農家及び来
賓、関係機関含め127名が一
堂に集結しました。
冒頭、田中 宏佳会長（東宇和
酪農経営者協議会）は挨拶にて
「東宇和酪農は70年前、第２次世界大戦戦中の昭和
19年に、24戸の農家が静岡県より25頭の乳牛を
導入され、酪農先駆創始者の不屈の決意と努力によ
り今日県下最大の酪農団地に発展致しました。これま
での歴史において乳価低迷や乳価闘争、生産調整を
繰り返し農畜産物輸入自由化の荒波にもまれ、口蹄
疫、BSEの危機も、幾たびもの組織編成を経て、こ
の団結力で乗り切ってまいりました。また我々は今
後、日本農業を根幹から揺るがし、過去に例を見な

い最大の試練になるであろうTPP問題の行く先を
見据え本日の記念大会を契機に、新時代に対応した
経営改善を図り、更なる発展、活性化を目指し地域
の基幹産業として頑張っていく覚悟であります」と
述べられました。その後の式典では各酪農家の意見
交換が活発に行われた他、創立後の70年間を綴っ
た映像上映や昨年11月全国BWショウでのグランド
チャンピオン受賞の瞬間のビデオ上映、また平田将
三副会長（愛媛
県酪農、経営者
協議会）司会の
もと、記念大抽
選会が行われる
など大盛況のう
ち無事閉幕いた
しました。

（O.S）

▲ 田中会長

▲  グランドチャンピオン表彰を受ける
入船篤志氏

福 岡

支所発
鹿本酪農農業協同組合㈲ティ・エッチ・ファーム　谷 秀則さん・珠美さん
「第52回農林水産祭 畜産部門天皇杯受賞祝賀会」開催される

去る平成25年12月８日㈰、熊本県「山鹿ニュー
グランドホテル」において、熊本県酪農業協同組合
連合会（吉田孝壽代表理事会長）管内、鹿本酪農
農業協同組合（隈部洋代表理事組合長）所属の㈲
ティ・エッチ・ファーム、谷 秀則さん・珠美さんの
「平成25年度（第52回）農林水産祭天皇杯受賞祝
賀会」が開催されました。
㈲ティ・エッチ・ファームは、経産牛飼養頭数120

頭、年間出荷乳量は120万kgと県内有数の経営規模
を誇っております。経営主の谷 秀則さんは、昨年度まで
鹿本酪農協の代表理事組合長を務められました。地域
の耕種農家やコントラクターと連携し自給飼料を確保、
高品質TMRを低コストで生産し所得の増加に繋げて
いること、昨今の飼料高騰の中にあっても、耕畜が共
存共栄を達成する地域の優良モデルになる普及性の
高い事例として高い評価を受けての受賞となりました。
当日は熊本県酪連、鹿本酪農協役職員並びに関係

団体等、約50名が出席のもと盛大に開催され、祝賀
会発起人代表として隈部組合長が挨拶され、祝宴の
幕が開きました。会場内では出席者の皆さんが共に
受賞の喜びを分かち合い、大いに盛り上がりました。
同賞の受賞は熊本では９年ぶりとの事で、同県の
酪農にとっても明るいニュースとなりました。谷ご
夫妻並びに㈲ティ・エッチ・ファームの益々のご発
展を祈念申し上げます。　　　　　　　　　  （Y.K）

▶ 

谷 

秀
則
さ
ん
・
珠
美
さ
ん
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牛の健康を第一に考え、
無理のない作業体系で余裕をもった酪農経営を

ご家族の写真（右から母勝子さん、雅秀さん本人、次男翔吾さん、 ▲
奥様の裕子さん、長男大樹さん、従業員の無量谷さん） 　

地
域
の
概
況

広
大
な
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
国
立
公
園
を
有

す
る
天
塩
郡
豊
富
町
。
お
よ
そ
２
０
０
㎢

に
及
ぶ
湿
原
の
先
に
は
、
日
本
海
に
浮
か

ぶ
利
尻
富
士
（
標
高
１
，
７
２
１
ｍ
）
を

望
み
、
雄
大
な
風
景
を
堪
能
で
き
ま
す
。

日
本
最
北
端
の
稚
内
市
か
ら
約
40
㎞
南
に

位
置
し
、
夏
は
冷
涼
で
過
ご
し
や
す
く
、

冬
は
寒
風
吹
き
荒
ぶ
寒
さ
の
厳
し
い
土
地

で
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
初
期
に
石
炭
の
採
掘
が
始
ま
り
、

お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
り
炭
鉱
の
栄
え
た

町
で
す
。
現
在
は
酪
農
・
漁
業
・
林
業
と

い
っ
た
産
業
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
あ
る
豊
富
温
泉
は
、
日
本
最
北
端

の
温
泉
郷
と
し
て
知
ら
れ
、
観
光
客
や
湯

治
客
が
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

柳な
ぎ

楽ら

牧
場
が
所
属
す
る
北
宗
谷
農
業
協

同
組
合
（
高
谷
優
代
表
理
事
組
合
長
）
は
、

酪
農
家
戸
数
２
１
２
戸
、
生
乳
生
産
量

１
０
６
，４
８
２
ｔ
（
平
成
24
年
度
実
績
）

と
な
っ
て
お
り
、
宗
谷
管
内
で
最
大
の
生

産
量
を
誇
り
ま
す
。
町
内
に
は
㈱
豊
富
牛

乳
公
社
が
あ
り
、
町
内
の
生
乳
が
集
荷
さ

れ
、〝
豊
富
牛
乳
〞
と
し
て
大
手
ス
ー
パ
ー

や
道
内
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
に
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

牧
場
の
概
況

柳
楽
牧
場
の
家
族
構
成
は
、
経
営
主

の
雅
秀
さ
ん
（
43
歳
）、
奥
様
の
裕
子
さ

ん
（
42
歳
）、
両
親
の
覚
夫
さ
ん
（
73

歳
）、
勝
子
さ
ん
（
72
歳
）、
長
男
の
大
樹

さ
ん
（
17
歳
）、
次
男
の
翔
吾
さ
ん
（
15

No.2
49

北海
道豊
富町柳

なぎ 楽
ら 牧場

北海道

豊富町

サロベツ原野より望む利尻富士

11　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2014・2



歳
）
の
６
人
家
族
で
す
。
作
業
全
般
を
雅

秀
さ
ん
夫
婦
と
従
業
員
１
名
が
、
育
成
管

理
を
ご
両
親
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
夏
季

の
採
草
時
期
に
は
さ
ら
に
１
名
の
季
節
雇

用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
年
前
に
育
成

乾
乳
舎
を
建
て
、
３
年
前
に
つ
な
ぎ
牛
舎

増
改
築
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
経

産
牛
90
頭
、
育
成
牛
80
頭
を
飼
養
し
、
平

成
25
年
の
年
間
生
乳
出
荷
量
は
８
０
１
ｔ

で
し
た
。
長
男
の
大
樹
さ
ん
は
自
宅
か
ら

１
３
０
㎞
離
れ
た
名
寄
市
内
の
高
校
で
寮

生
活
を
送
り
な
が
ら
、
酪
農
を
学
ん
で
い

ま
す
。
取
材
当
日
は
学
校
が
冬
休
み
で
、

家
族
全
員
が
揃
っ
て
牛
舎
作
業
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

柳
楽
牧
場
の
歩
み

柳
楽
牧
場
の
歴
史
は
、
島
根
県
出
身
の

祖
父
（
時
次
郎
さ
ん
）
が
、
昭
和
15
年
に

豊
富
町
に
て
、
１
頭
の
乳
牛
を
搾
り
始
め

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
祖
父
は
当
時

稚
内
市
内
に
あ
っ
た
福
沢
牧
場
（
福
沢
諭

吉
の
娘
婿
桃
介
が
経
営
し
て
い
た
）
で
酪

農
経
験
を
積
み
、
豊
富
町
に
て
独
立
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
雅
秀
さ
ん
の
両
親
が
経
営
を
引

き
継
ぎ
、
草
地
を
拡
大
し
な
が
ら
過
度
な

設
備
投
資
を
極
力
抑
え
、
着
実
に
搾
乳
頭

数
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今

か
ら
30
年
前
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
搾
乳
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

長
男
で
あ
る
雅
秀
さ
ん
は
、
毎
日
牛
舎

に
入
り
両
親
の
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
両
親
の
酪
農
経
営
を

受
け
継
ぐ
こ
と
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
帯
広
農
業
高
校
酪
農
科

を
卒
業
後
は
、
ア
メ
リ
カ
で
半
年
間
の
酪

農
実
習
を
経
験
し
、実
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

当
時
は
経
産
牛
40
頭
の
規
模
で
し
た
。

豊
富
な
草
地
を
有
効
利
用
す
る

柳
楽
牧
場
は
牧
草
地
を
お
よ
そ
80 

ha

管
理
し
、
約
７
割
を
採
草
地
（
チ
モ
シ
ー

主
体
イ
ネ
科
牧
草
）
と
し
て
、
約
３
割
を

放
牧
地
（
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
主
体

イ
ネ
科
牧
草
）と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

牧
草
は
年
に
２
回
刈
り
取
り
、
細
切
サ
イ

レ
ー
ジ
・
ロ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
草
ロ
ー

ル
に
し
ま
す
。
北
海
道
で
は
乳
牛
に
給
与

す
る
粗
飼
料
の
ほ
と
ん
ど
が
自
給
粗
飼
料

で
賄
わ
れ
て
お
り
、
牧
草
の
品
質
が
１
年

間
の
乳
生
産
を
左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
肥
管
理
・
適
期

収
穫
に
は
特
に
注
意
を
払
い
、
天
気
と
に

ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
良
質
粗
飼
料
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
草
地
管
理
に
お
い
て
雑
草
混
入
は

新牛舎

柳楽牧場全景

旧牛舎

改築後の牛舎内部

温湿度計

2014・2  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　12



大
き
な
問
題
で
す
。
こ
こ
数
年
、
離
農
跡

地
を
購
入
し
て
牧
草
地
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
が
、
毎
年
同
じ
面
積
の
草
地
更
新
で

は
、
雑
草
の
繁
茂
に
追
い
つ
か
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
で
は
毎
年
圃
場

面
積
の
１
割
以
上
を
草
地
更
新
す
る
計
画

を
立
て
、
植
生
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
収
穫
作
業
や
機
械
整
備
は
、
従
業
員

や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
協
力
の
も
と
進
め
て

い
ま
す
。

放
牧
地
に
は
毎
年
５
月
か
ら
10
月
の

間
、
牛
を
放
牧
し
ま
す
。
80
頭
の
搾
乳
牛

を
２
牧
区
に
分
け
て
、
昼
間
５
時
間
放
牧

し
ま
す
。
牧
草
を
し
っ
か
り
食
い
込
ま
せ

る
ほ
か
、
運
動
・
日
光
浴
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
乳
牛
の
健
康
増
進
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
近
頃
は
、
夏

場
の
気
温
が
30
℃
近
く
に
達
す
る
日
が
増

え
、
湿
度
も
高
く
、
放
牧
で
き
な
い
日
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
悩
み
の
種
で
す
。

牛
舎
の
増
築
に
も
ひ
と
工
夫

つ
な
ぎ
牛
舎
の
増
改
築
工
事
は
ち
ょ
っ

と
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
し
た
。
柳
楽
牧
場

の
旧
牛
舎
は
２
階
建
て
牛
舎
と
平
屋
牛
舎

か
ら
成
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
平
屋
牛

舎
部
分
を
解
体
・
改
築
し
、
そ
の
後
２
階

建
て
牛
舎
を
解
体
・
改
築
し
ま
し
た
。
工

事
期
間
中
は
搾
乳
牛
を
育
成
乾
乳
牛
舎
や

放
牧
地
に
移
動
さ
せ
、
入
れ
替
え
搾
乳
を

実
施
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
牛
の
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
し
な
が
ら
、
工
事
期
間
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

床
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
中
央
の
通
路

幅
は
旧
牛
舎
の
ま
ま
で
す
が
、
牛
床
と
飼

槽
の
幅
を
広
く
し
、
牛
舎
の
幅
は
５
間
か

ら
６
間
半
へ
約
２
・
７
ｍ
広
く
な
り
ま
し

た
。
牛
床
マ
ッ
ト
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ

り
、
飛
節
の
腫
れ
が
な
く
な
り
、
寝
起
き

が
良
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
爪
の
伸
び

が
早
く
な
っ
た
た
め
、
自
身
で
削
蹄
を
こ

ま
め
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

牛
舎
内
に
は
４
箇
所
に
温
湿
度
計
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
雅
秀
さ
ん
は
そ
の
前

を
通
る
た
び
に
温
度
と
湿
度
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
２
階
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
閉
し
て
牛
舎

内
の
温
度
調
節
と
換
気
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
繁
殖
成
績
の
向
上
、
体
細
胞
数

安
定
を
優
先
し
て
、
経
営
を
持
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
後
継
者

に
つ
い
て
は
、
息
子
さ
ん
の
意
思
を
出
来

る
限
り
尊
重
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
と

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
を
通
し
て

大
樹
さ
ん
と
翔
吾
さ
ん
は
、
豊
富
町
Ｊ

Ｈ
Ｃ（
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
）

全道共進会にて

夏祭りでの乳製品普及活動

豊富町JHCのキャンプにて

に
加
入
し
て
お
り
、
雅
秀
さ
ん
は
ク
ラ
ブ

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
豊
富
Ｊ
Ｈ
Ｃ

は
平
成
２
年
に
設
立
さ
れ
、
20
年
以
上
の

活
動
実
績
を
誇
り
、
多
く
の
先
輩
方
が
酪

農
後
継
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
は
親
子
で
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
で
開
催
さ
れ
た
全
道
共

進
会
に
て
、改
良
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
域
の
夏
祭
り
で
チ
ー
ズ
販
売

を
通
し
た
乳
製
品
普
及
活
動
、
夏
休
み
に

は
キ
ャ
ン
プ
や
海
水
浴
、
冬
休
み
に
は

ボ
ー
リ
ン
グ
や
ス
キ
ー
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
作

り
体
験
な
ど
を
通
し
て
会
員
同
士
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
雅
秀
さ
ん
自
身
は
こ

れ
ま
で
も
、
地
元
農
協
の
同
志
会
や
青
年

部
活
動
を
通
し
て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の

活
動
が
若
手
後
継
者
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

 

最
後
に

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
雅
秀
さ
ん
が

代
々
受
け
継
が
れ
る
堅
実
な
酪
農
経
営
を

し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
舎

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
い
る
の

は
、
雅
秀
さ
ん
が
家
族
や
従
業
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ご
多
忙
の
中
、
快
く
取
材
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

柳
楽
牧
場
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
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原 料 情 勢 平成26年1月

1月10日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

【12/13年産】　 作付面積97.2百万（前月97.2百万）エーカー、単収123.4（123.4）bu/エーカー、生産量107
億8,000万（107億8,000万）bu、総需要量111億1,100万（111億800万）bu、期末在庫8億
2,100万（8億2,400万）bu、在庫率7.4（7.4）%。

【13/14年産】　 作付面積95.4百万（前月95.3百万）エーカー、単収158.8（160.4）bu/エーカー、生産量139億
2,500万（139億9,890万）bu、総需要量131億5,000万（130億5,000万）bu、期末在庫16億
3,100万（17億9,200万）bu、在庫率12.4（13.7）%。

トウモロコシ
相場動向

シカゴ相場は、未承認GMO品種混入による中国の米国産トウモロコシ輸入拒否等の問題から420¢台まで値を下げ
たが、単収減による在庫率低下により現在は430¢まで回復している。今後の需給予想は、米国産は豊作だが、現
在生育中のアルゼンチンにおいて高温乾燥気候が続いており減産が見込まれること、米国産の来クロップでの作付
面積の減少が予測されることから相場の上昇に注意が必要。中国の米国産輸入拒否の今後の動きにも注視したい。

国内産大豆粕

米国産大豆需給予想の13/14年見通しは、生産量・需要量が同程度増加し、期末在庫見通しは1億5,000万（1億
5,000万）bu、在庫率4.5（4.6）%とほぼ変わらない結果となった。シカゴ大豆相場は、南米の天候改善で一時期
軟調に推移したが、中国の旺盛な需要を背景に値を戻しているため、輸入大豆粕は強含み、国産大豆粕価格も為替
が影響し値上げとなる水準で推移している。国内需給については、生産量・需要量ともに大きな変動は見られない。
一時期入船遅れで不安定になった受け渡しも、現在は落ち着いてきている。

糟糠類

フスマの発生量・需要量は大きく変動していない。需給は若干締まっているが、輸入ふすまも入船しており、受け渡し
は落ち着いている。グルテンフィードの代替として配合割合が増加すれば、一部の港では受け渡しが不安定になる可
能性あり。グルテンフィード発生量は、ピークを過ぎ減少傾向。値上がり後も使用量はさほど減少していないことか
ら、需給は締まったままであり、港によっては受け渡しが不安定。今後も輸入品が積極的に手当てされる状況ではな
いため、需給は締まった状態が続くと思われる。

海上運賃
原油相場は、雇用統計の改善、量的緩和の縮小など米国経済が上向きなことから上昇基調。海上運賃は、年末年
始にかけて鉄鉱石の値動きが鈍化したことから軟調に推移しているが、米国産穀物の需要が堅調なこと、南米産が
新穀期を迎えることから、今後上昇する可能性があり注意が必要。

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 平成26年1月

北米コンテナ船
フレート

1-3月分のBAF（燃料費調整係数）は、多くの会社で$10の値下げ。1月からのGRI（基礎レート）値上げ予定は、
大半の会社が2月実施に延期している模様。どの船会社もコンテナ部門の採算悪化が続いており、今後も海上運賃
は強含みの予想。PSWのロサンゼルス/ロングビーチ港では船腹スペースに余剰感はあったが、アジア向けの穀類
のコンテナ積みが増加しているため、タイトになってきている。また、シャーシの無料貸出を停止する船会社は増えて
いる模様。PNWでは輸入量が輸出量に追いついておらず、引き続き空コンテナは不足している。降雪や路面凍結に
よるコンテナ搬入の遅れが発生しやすいため、デリバリーの混乱にも注意が必要。

米国の乳価動向
昨年13年は年間を通して、以前より高い価格帯で推移した。乳製品の相場価格が堅調に推移していることが背景
にあると考えられる。米国の乳価動向や酪農情勢が輸出向けアルファルファの価格・情勢に影響するため、今後も
注意が必要。

ビートパルプ

【米国産】砂糖の相場価格が低調に推移しており、かつ作付の遅れによる単収減が予想されることから、13年産の
作付面積・生産量は前年比5%減の見込み。生産量が減少している欧州からの引合いも強く、産地価格は堅調に推
移している。

【中国産】13年産作付面積が減少し、生育中の天候も良くなかったため、生産量は前年比25%減と伝えられている。
韓国と日本向けの輸出数量は限定的になる見込みで、買付けを断念せざるを得ないような今までにない高い価格提
示もあるようで、他産地ほど生産量が減少していない米国産へ切り替えることも有益と思われる。

アルファル
ファヘイ

13年産は、どの産地も雨当たり被害が多く、例年では考えられないような悪い作柄となった。現在、カリフォルニア
州中央部およびネバダ州北西部周辺では旱魃傾向にあり、放牧用の牧草の生育にも影響が出ている。そのため、肥
育農家から乾牧草の引合いが強まっており、産地価格も上昇傾向にある模様。

チモシー

【米国産】主産地のコロンビアベースンとエレンズバーグでは、1番刈収穫時期の6月中下旬にあった降雨の影響で8
～ 9割の雨当たり被害が発生し、“史上最悪な厳しい作柄”となった。ハイグレード品の確保は極めて困難な状況。
また、10月出港分から屋内くん蒸費用を加算しており、費用対効果のある価格帯ではなくなっているため、他草種
への移行も視野に入れる必要があると思われる。ローグレード品でさえも韓国向けに多く出荷されているため、作柄
の良し悪しに係わらず“儲かる”農産物として産地では定着しており、14年産の作付面積はさらに増えることが早く
も見込まれている。

【カナダ産】主産地のレスブリッジとドライランドの1番刈は収穫時期に降雨が発生しており、ハイグレード品の発生
は限定的。カナダ産も作柄は悪く、産地価格は手の届かないところまで高騰しているのが現状。米国産同様に他草
種への移行を検討する必要があると思われる。生産コストに対して高く売れており、小麦やキャノーラなどの穀類の
相場価格が一時期に比べ軟化していることから、14年産の作付面積は増えることが予想されている。

スーダン

【インペリアルバレー産】1番刈は、収穫前に暑い気候が続いたこともあり、茎サイズにバラつきがあり、予想以上に
茎細品が少ない模様。早播きの2番刈や、小麦収穫後に播種する遅蒔き（アフターウィート）は、例年より早く7月
中旬から湿度が高くなり始めたため、茶葉混じりのスタックが多く発生した。茎細品のプレミアム品や、きれいなス
タックの発生が少なかったことから、13年産は茶葉混入が目立つローグレード品を除いてほぼ売切れの模様。デュ
ラム小麦の相場価格が軟調に推移していることから、14年産は早播きの作付面積が増えると予想されているが、イ
ンペリアルバレーの農業用水の使用制限について、昨年に引き続き今年も実施強化が懸念されることから、作付面
積が減ることも一部では予想されている。

クレイン
グラス

インペリアルバレーの12/15時点での作付面積は前年対比107%。生育期と収穫時期に暑い時期が続いたことによ
り、1、2番刈は良品の発生が多かった。3～ 4番刈は色あせが目立つスタックの発生もあったものの、良品も発生し
ている。産地価格は、韓国向けの引合いが弱めに推移していたことも受け、前年よりも少し軟化している。科本科牧
草の中では割安感もあるため、チモシーやスーダングラスからの切り替えも有益であると思われる。スーダングラス同
様に農業用水の使用制限について実施強化も懸念される一方、クレイングラスは多年草で刈取回数も多いことから、
生産コストに対して収入が安定しているとの考えられるため、14年産作付面積の推移は予想が難しくなっている。

バミューダ インペリアルバレーの12/15時点での作付面積は、前年対比95%。年々上昇している種子価格は引き続き高値で
推移しており、13年産では牧草よりも種子の生産意欲が強まっている模様。

ストロー類
13年産の米国産ストロー類について、雨当たり被害はほとんど発生していない模様。韓国では自給飼料の作柄が良
いことや、米国産チモシーやオーツヘイのローグレード品へ需要が移行していることから、米国産ストロー類の引合
いが思ったほど伸びていないとも伝えられている。産地価格に影響があるか、今後の動向には注意が必要。

オーツヘイ

13年産は、どの産地も11月までに収穫が終了。西では5～ 6割、南では3～ 4割、東では2～ 3割の雨当たり被
害が発生している。生育中に降雨があったため、雨当たりを逃れたスタックでも分析値はあまり良くない傾向。大半
が軽い雨で済んでいるため、見た目がきれいな中間・ローグレードが多く発生している。輸出向けの生産量は例年比
1.5倍と予想されているため、中間以下のグレードが多く発生していることが伺える。ハイグレード品の価格は強含み
で推移しているものの、中間・ローグレードの価格は弱含みで推移している模様。豪州ドルの動向次第だが、チモ
シーやスーダングラスから切り替えて使用することも有益であると思われる。また、12年産はほとんどがハイグレード
だったこともあり、在庫を繰り越して13年産のハイグレード不足分を補おうとするサプライヤーも見受けられる。一
方で、繰越在庫が少なく、中間グレードをハイグレード品として売る可能性もあるため、買付け時には注意が必要。



各地の需給動向

【仙台】12月の生産は前年比98％。日量的に見てもほぼ横ばい傾向で伸びて来ない印象。一方で需要は前月と比較しても堅調となり、特に西日本の需要
に引っ張られ東日本も含め3連休までは逼迫気味となった。飲用牛乳向け100.6％、特定乳製品向け87.2％となった。

【関東】生産は、上旬から下旬にかけて、少しずつ日量回復。12月全体で前年比98.2％。需給は学校給食の終わる20日まで逼迫した。飲用牛乳向けは
100％、特定乳製品向けは95.8％となった。

【東海】生産は引続き日量横ばいで、前年比は98.3％。飲用牛乳向けは前年比95.9％、特定乳製品向けは100.9％となった。

【近畿・中国・四国】12月の生産は、急激な寒さ等の影響からなかなか増えて来ず、近畿96.9％・中国97.6％・四国95.9％。需要は、11月末からの処
理増が続き、12月も学校給食が終わるまで各社逼迫傾向となった。（飲用牛乳向け前年比：近畿97.5％、中国97.1％、四国100.4％）

【九州】12月の生産は、前年比97.7％。需給は月初めより20日ごろまで逼迫が続いた。飲用牛乳向け前年比は97％、特定乳製品向けは96.5％となった。

生乳受託販売乳量

用途別販売数量
飲用向 255,790tで、前年同月に比べ 3,447t（1.3%）減少した。

はっ酵乳向 37,453tで、前年同月に比べ 9t（0.0%）増加した。

クリーム向 113,735tで、前年同月に比べ 6,227t（5.8%）増加した。

チーズ向 35,389tで、前年同月に比べ 2,707t（7.1%）減少した。

特定乳製品向 151,365t で、前年同月に比べ 14,087t（8.5%）減少した。
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＊前年比については、閏年修正を行っておりませんのでご注意ください。

受託販売乳量
都府県 282,989t で、前年同月に比べ 6,239t（2.2%）減少した。全国 593,733tで、前年同月に比べ14,006t（2.3%）減少した。

北海道 310,744tで、前年同月に比べ 7,766t（2.4%）減少した。

北海道

270

290

310

330

350

25 年度
24 年度
23 年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

単位：千t

都府県

240

260

280

300

320

340

25 年度
24 年度
23 年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

単位：千t

2014・2  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　16



❶ 牛乳等向処理量

❸ クリーム向処理量

❷ 特定乳製品向処理量

❹ チーズ向処理量

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
60

80

100

120

140

114

25 年度
24 年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
20

30

40

50

60

37

25 年度
24 年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
280

300

320

340

360

380

25 年度
24 年度 307307

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
80

100

120

140

160

180

200

220

153153

25 年度
24 年度

年月 生乳
生産量 年月 生乳

生産量
牛乳等向
①

牛乳等向
①

特　定
乳製品向
②

特　定
乳製品向
②

クリーム向
③

チーズ向
④

クリーム向
③

チーズ向
④

2012. 4月 649 645 329 316 169 147 106 42 2013. 4月 650 645 324 321 171 150 106 44
5月 671 667 351 316 164 152 108 45 5月 671 666 346 320 167 153 107 46
6月 642 637 351 286 139 147 106 41 6月 638 633 346 287 141 147 105 42
7月 644 639 348 291 139 153 111 42 7月 632 627 350 278 126 151 109 42
8月 630 625 332 293 143 149 107 43 8月 608 603 329 274 127 147 107 40
9月 604 599 361 238 98 140 106 34 9月 593 588 354 235 91 144 107 37
10月 628 623 357 266 115 151 111 40 10月 608 604 350 253 104 150 109 40
11月 605 600 329 271 123 147 109 39 11月 588 583 326 257 108 149 111 38
12月 632 627 312 315 167 148 108 40 12月 616 612 307 305 153 151 114 37

2013. 1月 644 639 321 319 181 138 96 42 2014. 1月
2月 595 590 301 289 155 134 96 38 2月
3月 664 660 321 339 185 155 113 41 3月

年 度 計 7,608 7,550 4,012 3,538 1,777 1,761 1,276 485 年 度 計 5,605 5,562 3,032 2,530 1,188 1,342 977 365
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

用途別生乳処理量

単位：千t

単位：千t

単位：千t

単位：千t

単位：千t

用途別処理量計 用途別処理量計
乳製品向

その他乳製品向 その他乳製品向
乳製品向
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※生乳需給動向の指標となる特定乳製品の生産及び消費の動向です。

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構、農林水産省生産局畜産部牛乳乳製品課調べ

年月 脱脂粉乳生産量 脱脂粉乳消費量 バター生産量 バター消費量 年月 脱脂粉乳生産量 脱脂粉乳消費量 バター生産量 バター消費量
2012. 4月 13.3 12.7 6.7 6.4 2013. 4月 13.8 12.2 7.0 6.1

5月 12.6 12.5 6.5 6.4 5月 13.1 10.9 7.0 5.5
6月 10.4 11.5 5.5 6.8 6月 10.8 11.0 5.7 5.8
7月 10.4 12.6 5.4 6.2 7月 9.6 11.8 5.1 5.8
8月 10.6 12.4 5.6 6.0 8月 9.4 11.9 5.1 5.7
9月 7.7 11.2 3.7 5.8 9月 7.1 11.3 3.6 5.0
10月 9.3 12.5 4.3 5.6 10月 8.2 12.1 3.9 5.5
11月 10.5 10.9 4.8 5.7 11月 9.0 11.3 4.2 6.2
12月 14.7 11.1 6.2 7.8 12月 13.5 11.2 5.5 7.3

2013. 1月 14.5 9.5 7.6 4.8 2014. 1月
2月 12.5 13.9 6.3 6.5 2月
3月 14.9 17.7 7.4 8.7 3月

年 度 計 141.4 148.5 70.1 76.7 年 度 計 94.5 103.7 47.1 53.0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

25 年度消費
24 年度消費
23 年度消費
22 年度消費

25 年度生産
24 年度生産
23 年度生産
22 年度生産

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

13.513.5

11.211.2

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

25 年度消費
24 年度消費
23 年度消費
22 年度消費

25 年度生産
24 年度生産
23 年度生産
22 年度生産

7.37.3

5.55.5

脱脂粉乳の生産及び出回り量推移

バターの生産及び出回り量推移

特定乳製品（脱脂粉乳・バター）の国内生産及び出回り量の推移
単位：千t

単位：千t

単位：千t
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資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、大口需要者価格

バター　国内在庫・大口需要者価格推移

脱脂粉乳・バターの国内在庫及び大口需要者価格の月別推移

脱脂粉乳　国内在庫・大口需要者価格推移

20

30

40

50

60

70

80

90

599.16

2005
4 月

 
10 月

2006
4 月

 
10 月

2007
4 月

 
10 月

2008
4 月

 
10 月

2009
4 月

 
10 月

2010
4 月

 
10 月

2011
4 月

 
10 月

2012
4 月

2013
4 月

 
10 月

 
10 月

650

614

579

543

507

471

436

400

90

80

70

60

50

40

30

20

在庫量 大口需要者価格

40.340.3

単位：円/㎏

15
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35
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800

900
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1100

1200

130040

35

30

25
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15

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

在庫量 大口需要者価格

1,178.101,178.10

17.617.6

2005
4 月

 
10 月

2006
4 月

 
10 月

2007
4 月

 
10 月

2008
4 月

 
10 月

2009
4 月

 
10 月

2010
4 月

 
10 月

2011
4 月

 
10 月

2012
4 月

2013
4 月

 
10 月

 
10 月

単位：円/㎏

※単価は税抜き

単位：千t

単位：千t

区  分
バター 脱脂粉乳

区  分
バター 脱脂粉乳

期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格

年度/月 千t 価格
円/㎏ 千t 価格

円/㎏ 年度/月 千t 価格
円/㎏ 千t 価格

円/㎏
2012. 4月 19.4 1,116.2 48.2 580.80 2013. 4月 24.4 1,177 51.0 600.65

5月 21.5 1,122.9 48.2 580.99 5月 25.8 1,178 53.2 600.50
6月 21.5 1,132.4 47.1 580.69 6月 25.7 1,178 53.0 599.96
7月 21.5 1,135.2 44.9 581.49 7月 25.0 1,177 50.7 600.19
8月 23.2 1,145.7 43.2 588.53 8月 24.5 1,178 48.3 600.00
9月 22.4 1,154.3 39.7 593.03 9月 23.0 1,178 44.1 599.50
10月 21.3 1,155.2 36.7 595.73 10月 21.4 1,177 40.3 599.20
11月 20.5 1,159.0 36.6 598.06 11月 19.4 1,178 38.0 599.09
12月 19.0 1,161.0 40.3 597.52 12月 17.6 1,178 40.3 599.16

2013. 1月 21.9 1,165.7 45.3 600.42 2014. 1月
2月 22.2 1,174.3 46.7 600.11 2月
3月 23.5 1,174.3 49.5 600.34 3月

年 度 計 257.9 13,796.2 526.2 7,097.71 年 度 計 206.8 10,599 418.9 5398.25
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１
日
目
は
、
全
国
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表

大
会
に
て
意
見
・
体
験
審
査
員
も
務
め
ら
れ
て

い
る
全
国
地
域
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

板
本
洋
子
講
師
を
お
迎
え
し
、
婚
活
に
つ
い
て

の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
の
婚
活
事
業
は
、
①
登
録
制
の
個
人

的
な
紹
介
、
②
結
婚
相
談
員
に
よ
る
紹
介
、

③
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
個
別
紹
介
の
３

タ
イ
プ
が
あ
り
、
都
道
府
県
行
政
も
31
県
、

過
去
に
実
施
し
た
県
も
合
わ
せ
る
と
33
県
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
し
か
し
、
成
婚
率

は
①
タ
イ
プ
で
も
８
〜
９
％
と
、
成
果
と
し

て
は
芳
し
く
な
い
の
が
現
状
。
そ
ん
な
中
、

最
近
は
「
成
婚
」
と
い
う
目
標
か
ら
「
副
次

的
成
果
」
へ
の
重
視
が
高
ま
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
具
体
例
と
し
て
、
あ
る
農
協
が
発
表
し

た
婚
活
事
業
の
成
果
と
し
て
、

「
農
業
を
一
般
の
方
に
知
っ
て

も
ら
う
」「
身
な
り
・
行
動
に

気
を
付
け
よ
う
と
自
身
が
気
付

く
」
だ
け
で
な
く
、「
喜
ん
で

体
験
す
る
方
を
見
て
、
作
業
を

教
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
仕
事

（
農
業
）
に
誇
り
を
持
て
る
」
と
い
っ
た
事
が

挙
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
周
囲
の
支
援
方
法
と
し
て
は
、
共
感
・

想
像
が
大
事
と
の
こ
と
。
独
身
の
方
を
集
め

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」
講
座
を

す
る
こ
と
も
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
本
人
が
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
い
場
合
は
効
果
が
薄
い

可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
価

値
観
、
結
婚
の
理
想
を
押
し
付
け
ず
、
本
人
の

気
持
ち
に
立
っ
て
信
頼
関
係
を
築
き
、
一
緒
に

考
え
る
姿
勢
が
必
要
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
生
活
ク
ラ
ブ
事
業
連
合
生
活
協

同
組
合
連
合
会
の
河
野
顧
問
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
俯
瞰
的
に
牛
乳
を
捉
え
る
べ
く
、
食
料
全

般
か
ら
見
た
牛
乳
の
位
置
を
知
り
、
今
後
の
課

題
を
知
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

39
％
、
水
産
業
就
業
者
は
22
万
人
を
割
り
、
25

歳
以
下
は
約
６
，０
０
０
人
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

日程 講演内容

1/16㈭
講演①「婚活の現状と新たな視点」
　　　全国地域結婚支援センター
　　　代表理事　板本洋子 氏

1/17㈮

講演② 「食を取り巻く諸問題
　　　　― 「食」を巡る現状と今後１０年の課題 ―」
　　　生活クラブ事業連合生活協同組合連合会
　　　顧問　河野栄次 氏

食
品
業
界
は
国
内

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お

い
て
伸
び
悩
み
、

企
業
再
編
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
消
費
者
も

大
震
災
、
原
発
事

故
に
よ
り
経
済
性

志
向
に
変
化
し
、
小
容
量
・
低
価
格
の
流
れ
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
牛
乳
は
原
価
が
高
い
た

め
に
他
製
品
と
比
較
し
て
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
宣
伝

が
打
ち
に
く
く
、
多
種
多
様
な
飲
料
に
押
さ

れ
、
消
費
量
も
年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
10
年
後
も
牛
乳
が
生
き
残
る
た
め

の
取
組
み
と
し
て
、「
牛
乳
を
飲
物
と
し
て
で

は
な
く
食
べ
物
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
の

努
力
が
必
要
」
と
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

食
生
活
の
中
で
乳
製
品
の
位
置
を
上
げ
る
取

組
み
を
す
る
こ
と
で
需
要
を
広
げ
、
か
つ
飲

料
と
し
て
も
消
費
し
て
も
ら
う
べ
く
、
パ
ス

チ
ャ
ラ
イ
ズ
化
し
地
域
で
消
費
し
て
も
ら
う

等
の
工
夫
も
必
要
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、「
学
校
給
食
の
容
量
を
２
０
０
㎖
か
ら

２
５
０
㎖
へ
増
や
す
」、「
ミ
ル
ク
餅
な
ど
の
牛

乳
レ
シ
ピ
で
〝
食
べ
る
牛
乳
〞
の
意
識
づ
け
を

す
る
」
等
、様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
将
来
の
酪
農
業
界
を
考
え
て
い
く

上
で
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
皆
で
将
来
の
酪
農

業
界
に
つ
い
て
熱
く
議
論
す
る
姿
が
印
象
に
残

る
研
修
会
で
し
た
。

平
成
平
成
2525
年
度
年
度  

研研  

修修  

会会

〜
婚
活
、牛
乳
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
〜

▲ 婚活について皆で考える

◀ 板本洋子講師

◀ 

河
野
栄
次
講
師

１
月
16
日
㈭
〜
17
日
㈮
の
２
日
間
、
全
酪
連
本
所
相
鉄
田
町
ビ
ル
に
お
い
て
、
全
国
酪
農

青
年
女
性
会
議
（
大
井
幸
男
委
員
長
）
の
平
成
25
年
度
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
毎
年
１
月
に
全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
役
員
・
委
員
・
顧
問
計
19
名
を
対
象
に
テ
ー

マ
を
決
め
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
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〜
愛
牛
を
大
切
に
し
た
い
、そ
の
想
い
を
さ
さ
え
ま
す
〜

ハ
イ・パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

2013-14

挑
戦！
Challen

ge

チャレンジ Ⅰ

チャレンジ Ⅱ

チャレンジ Ⅲ

「移行期牛の栄養と飼養管理」

移行期牛のための精巧な栄養バランス

移行期牛のための精巧な環境コントロール

初妊牛のための精巧な育成プログラム

成 績
Performance

ヒートストレス・環境
Heat Stress Environment

栄養
Nutrition

繁殖
Reproduction

子牛と育成牛
Calf & Heifer



● INFORMATION

所場課長待遇 所場課長待遇

副審査役

副審査役所場課長代理待遇

購買部付出向 石巻飼料㈱ 購買部付出向 全国酪農飼料㈱鹿児島工場 松 島 啓 二

福岡支所

狭山工場

購買部付出向

南九州事務所長

総務課長

㈱日本ミルクリプレイサー

福岡支所

狭山工場

購買部付出向

南九州事務所長代理

総務課長代理

㈱日本ミルクリプレイサー

坂 本 敬太郎

松 下 　 裕

伊 藤 正 徳

酪農部

札幌支所

名古屋支所

大阪支所

狭山工場

酪農企画課長

総務課長 兼 指導組織課長

総務課長代理

次長 兼 酪農課長

次長 兼 製造課長

札幌支所

名古屋支所

東京支所

酪農部

大阪支所

次長 兼 総務課長 兼 指導組織課長

総務課長

総務課

酪農企画課長

次長 兼 酪農課長

中 山 　 充

坂 口 雅 史

栁 舘 真次郎

津 田 知 亮

大 木 高 明

■平成26年2月17日付異動発令

■平成26年2月1日付異動発令

■平成26年2月1日付昇格発令

新 旧 氏　名

新規就農を希望される方、経営委譲を希望される方

酪農ヘルパー全国協会ホームページの新規就農
情報または全国農業会議所の全国新規就農相談
センターにアクセスしてみてください。
全酪連のホームページからも入れます。

http://www.zenrakuren.or.jp/

全酪連ホームページのトップ  ➡  右下リンク  ➡  
新規就農情報 ［㈳酪農ヘルパー全国協会］
新規就農情報 ［全国農業会議所］

平成26年

発　表　大　会 開 催 日 開　催　場　所

第42回北海道酪農青年女性会議酪農経営発表大会 3/27㈭ 札幌市中央区北5条西7丁目2-1「京王プラザホテル札幌」

第43回東北酪農青年婦人会議酪農発表大会 3/24㈪～ 25㈫ 山形県上山市葉山5-20「古窯(こよう)」

第43回関東甲信越酪農青年女性会議酪農発表大会 3/24㈪～ 25㈫ 栃木県那須郡那須町大字高久丙1番地「ホテルエピナール那須」

第43回中部酪農青年女性酪農発表大会 3/18㈫～ 19㈬ 愛知県豊橋市藤沢町141「ロワジールホテル豊橋」

第45回西日本酪農青年女性会議酪農発表大会 4/24㈭～ 25㈮ 兵庫県洲本市小路谷20番地「ホテルニューアワジ」

第43回九州酪農青年女性酪農発表大会 4/17㈭～ 18㈮ 佐賀県武雄市武雄町武雄4075-13「武雄センチュリーホテル」

第43回全国酪農青年女性酪農発表大会 7/17㈭～ 18㈮ 宮城県仙台市青葉区中央1丁目1-1「ホテルメトロポリタン仙台」

 各地域酪農青年女性（婦人）会議 及び 全国酪農青年女性酪農発表大会
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今月の表紙は、「第４回酪農いきいきフォトコンテスト」
（第42回全国発表大会にて開催）で応募いただいた「いい
匂いの草だな」（岐阜県 嶋田 均氏 撮影）です。何気ない給
餌の風景ですが、ぼか
しが入ることで、とて
も良い味が出ています。
なぜか、ずっと見てい
たくなる作品です。

INFORMATION ●

平成26年2月10日発行（毎月１回10日発行）
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　〒108-0014 東京都港区芝四丁目１７番５号
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▼
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年
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（
婦
人
）
会
議
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を
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れ
ば
幸
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で
す
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shidoukikaku@
zenrakuren.or.jp

いい匂いの草だな

北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成26年2月1日現在

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 30～34 1月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計96.7%、累計で97.7%、苫小牧
管内月計で98.2%、累計で96.6%の実績。2月の初妊牛動向ですが、4月分娩が
中心になる事により道内及び都府県からの需要が多くなることが見込まれ、和牛授
精を中心にやや強含みの相場になるものと思われます。育成牛につきましても、夏前
に授精できる育成牛を中心にやや強含みの相場になるものと思われます。

初　妊　牛 ５２～５７

経　産　牛 ４３～４８

釧路管内

育成牛（10-12月令） ２８～３５ 1月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計95.7%、累計で98.8%、中標津管内月
計95.7%、累計で97.1%の実績。2月の初妊牛動向について、中標津管内の資源は平年
並み、釧路管内の資源は例年より減少しているようです。2月は通常4月腹中心で動きますが、
資源が豊富ではないため荷動きも早く、既に5月～ 6月腹も購買している状況です。ホルス
腹は昨年末の相場と違い、地元酪農家の購買等で相場を底上げ、全体の価格を押し上げ
ている状況です。F1腹の購買が集中しているため、価格幅の柔軟な対応が必要となります。

初　妊　牛 ５３～５７

経　産　牛 ４５～４７

帯広管内

育成牛（10-12月令） ２９～３４ 1月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で100.2%、累計で100.2%の
実績。2月の初妊牛動向につきまして、年末から3月腹が多く動いたことから、荷動
きが早くなっており、4月中旬から5月上旬を中心に動くことが予想されます。また、
F1腹を中心に購買が集中するため、価格は強含みで推移するものと思われます。ホ
ル腹もF1腹に比べて若干価格は安めではありますが、評価によっては50万円台中
盤の価格で取引されております。

初　妊　牛 ５４～５９

経　産　牛 ４５～５０

道北管内

育成牛（10-12月令） ２８～３５ 1月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計97.0%、累計で99.1%、北見管内月計
98.8%、累計で99.1%の実績。2月の初妊牛動向については、新年早 か々らの購買により荷動き
が激しく、3～4月腹を中心に価格も急騰しています。特に4月のF1腹は、どの地域でも資源が
乏しく5月～ 6月腹にシフトせざるを得ない状況になりそうです。管内農協の生乳生産量の確保
に伴う乳牛購買と重なり、更なる価格の上昇も考えられます。今後、初妊牛の購買頭数が増加する
と思われますが、5月F1腹はまだ購買対応ができますので、早めの購買計画をお願いいたします。

初　妊　牛 ５２～５７

経　産　牛 ４３～４８

道内総括

育成牛（10-12月令） ２８～３５ 道内の1月中旬までの生乳生産量前年比は97.6%、累計で98.7%の実績。初妊牛動
向については、1月の相場が予想以上に高騰していることもあり、2月は更なる高値
が予想されます。これは、道内の生乳生産状況から道内での購買需要も高く、また4月
分娩が少ない状況のため、F1腹を中心に荷動きが活発化しているためです。5月分
娩牛の資源は比較的あるとの情報もありますが、資源の荷動きが激しく、価格も変動
しやすい時期ですので、価格幅を持って注文頂きますようお願いいたします。

初　妊　牛 54～59

経　産　牛 45～50
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※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第40回らくのうこどもギャラリー」で
全国377点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今
月
の

今
月
の

大好きな牛
山之口小学校（九州）5年　原田 清花

月の入選作品は、山之口小学校（九州）5年の原田 清花さん
の「大好きな牛」です。

大好きな牛さんを正面から堂々と描いた作品です。食事をしている
様子が臨場感豊かに伝わる秀作です。ペンや水彩絵の具、クレヨン
など複数の画材を上手に使って描いています。

今


